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当
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
県
中
部
エ
リ
ア

で
も
規
模
の
大
き
な
施
設
で
、

急
性
期
を
中
心
と
し
た
早
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
は
現
在
、
理
学
療
法
士
����

名
、
作
業
療
法
士
����
名
、
言

語
聴
覚
士
５
名
が
、
セ
ン
タ
ー

及
び
各
病
棟
、
そ
し
て
Ｉ
Ｃ

Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
に
そ
れ

ぞ
れ
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
日
は
、
セ
ン
タ
ー
の
役
割

に
つ
い
て
、
統
括
す
る
川
崎

達
哉
主
任
に
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

―　

セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

病
棟
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
も
セ
ラ
ピ

ス
ト
を
配
置
し
て
い
る
ん
で

す
ね
。

川
崎
―　

は
い
。
病
気
や
ケ

ガ
で
入
院
や
手
術
を
さ
れ
た

方
に
対
し
、
退
院
後
の
社
会

復
帰
に
向
け
て
、
で
き
る
だ

け
身
体
機
能
を
維
持
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
き
わ
め
て
早

期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

―　

病
棟
で
落
ち
着
い
て
か

ら
で
は
い
け
な
い
ん
で
す
か
。

川
崎
―　

速
や
か
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
す
る

こ
と
が
、
そ
の
後
の
機
能
回

復
に
大
き
な
効
果
を
持
つ
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
に
高
齢
者
の
場
合
な

ど
、
早
期
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り

寝
た
き
り
を
防
ぐ
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

―　

リ
ハ
ビ
リ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ど
の
よ

う
に
決
め
る
の
で
す
か
。

川
崎
―　

例
え
ば
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で

は
、
担
当
医
と
看
護
師
、
セ

ラ
ピ
ス
ト
が
早
期
離
床
チ
ー

ム
を
作
り
、
一
人
ひ
と
り
の

患
者
様
の
状
態
を
評
価
し
、

実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
メ

ニ
ュ
ー
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
病
棟
で
は
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
回
診
を
行

い
、
医
師
の
治
療
方
針
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目

標
、
患
者
様
の
ニ
ー
ズ
の
確

認
、
早
期
退
院
の
時
期
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
役
割
は
、
退
院

後
の
生
活
の
質
の
維
持
・
向

上
の
た
め
、
患
者
様
が
高
い

レ
ベ
ル
の
身
体
機
能
を
維
持

あ
る
い
は
回
復
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
退川 崎 達 哉 主 任

ひとりひとりの患者様に寄り添い支援します。
�æ�Ë�Ï�æ�Â�Ó�³���ï�·�ï�»�Ó

医
師
、
看
護
師
、
医
療
社
会
福
祉
士
、
そ
し
て
私
た
ち
セ
ラ
ピ
ス
ト

が
緊
密
に
連
携
を
と
り
、
患
者
様
の
退
院
後
の
生
活
の
質
の
向
上
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す

ひとりひとりの患者様に寄り添い支援します。
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院
後
の
生
活
に
向
け
て
地
域

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
、

ご
家
庭
や
地
域
の
中
で
、
そ

の
人
ら
し
い
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
様
々
な

支
援
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

―　

そ
の
他
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

川
崎
―　

そ
う
で
す
ね
。
現

在
、
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

に
、『
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
』
が
あ
り
ま
す
。

―　

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
で
す
か
？

川
崎
―　

循
環
器
病
棟
と
連

携
し
て
実
施
し
て
る
取
り
組
み

で
、
心
臓
疾
患
で
退
院
後
に
通

院
さ
れ
て
い
る

患
者
様
や
狭
心

症
な
ど
で
外
来

受
診
さ
れ
て
い

る
患
者
様
を
対

象
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

日
時
を
決

め
て
、
３
～

５
人
の
患
者

様
に
来
院
い

た
だ
き
、『
集

団
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』

と
し
て
運
動
療
法
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
は
心

電
図
で
状
態
を
確
認
し
な
が

ら
行
い
ま
す
。
ま
た
運
動
療

法
と
合
わ
せ
て
、
食
事
や
日

ご
ろ
の
運
動
指
導
な
ど
も
行

い
ま
す
。

―　

な
ぜ
集
団
で
行
う
の
で

す
か
。

川
崎
―　

な
ん
と
い
っ
て
も
、

患
者
様
の
メ
ン
タ
ル
面
で
の

効
果
が
大
き
い
で
す
ね
。
一

人
で
は
辛
く
な
り
が
ち
な
通

院
も
、
チ
ー
ム
で
な
ら
お
互

い
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
続

け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
ら
。

―
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
用
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器↑レジスタンス

　トレーニングマシン



4

◆私の仕事‐リハビリテーションセンターの主な職種をご紹介

理学療法士になろうと思ったのは、小さな頃
に母が入院し、リハビリで再び歩けるように
なったのを見て、こういう仕事もいいかなと
思ったんです。あと、その時のセラピストの
方の制服がカッコよかったこととか…。
私たち理学療法士は、ケガや病気などで身体
機能に障害を負った患者様に対して、運動療
法や物理療法、日常生活動作訓練などを行い、
座る、立つ、歩くなどの基本的な運動能力の
回復や維持、障害の悪化防止をはかる役割を
担っています。
リハビリは、早ければ入院当日や手術の翌日

から『寝返りを打つ』、
『起き上がる』、『立つ』
などの基本動作の訓練
を開始します。早期に
リハビリを開始するこ
とで、退院後の生活に
必要な運動機能を維持、
回復することが出来る
からなんです。そのためには、患者様になぜ
早期リハビリが大切なのかを丁寧にご説明す
るだけでなく、患者様の痛みやつらさを対話
を通して理解する姿勢が重要になります。

作業療法士は、理学
療法で運動機能があ
る程度、回復した患
者様に対し、地域や
ご家庭でできるだけ
自立した生活をお
くっていただけるよ
う、作業療法を通し
て日常生活に必要な

応用動作の回復訓練を提供します。
作業療法とは、患者様が食事や排せつ、入浴、
着替えといった日常生活動作や、レクリエー

ションや家事、買い物といった『作業』に主
体的に取り組むことを通して、心身の機能回
復を図る治療や訓練のことをいいます。
作業療法士の仕事の特徴は、身体機能の回復
だけでなく、患者様が治療に前向きに取り組
むための心理的なサポートを行うこと。患者
様の心身の状態や、辛さ、悩み、治ったらこ
うしたいなどの気持ちを理解・共有し、その
心に寄り添って支援していきます。また、作
業療法を行う際には、『こういう作業をしま
しょう』ではなく、『この作業を一緒にやって
いきましょう』というお声掛けをしています。

コミュニケーション
も食事も、ともに生
きる意欲につながる
大切な機能。言語聴
覚士は、『話す』、『聞
く』、『食べる』、『飲
み込む』などの機能
に障害のある方に対
し、機能回復訓練な

どの支援を行います。
脳機能障害や事故、あるいは認知症などで言
語障害を負った患者様に対し、言語機能の回

復訓練を提供する他、コミュニケーションボー
ドなどを用いた代替手段の提案・提供を行い
ます。また、摂食・嚥下障害に対するリハビ
リの実施や、患者様ひとり一人の現在の状態
にあった食事形態の調整、安全な食べ方の指
導・援助を行います。
『食べること』は、単に栄養を摂取するだけで
なく、生きる活力、生きる喜びにも深くつな
がっています。美味しく食べられるようにな
ることで、体力の回復もスピードアップし、
リハビリを通した筋肉や身体機能回復も可能
になります。

理学療法士：Physical Therapist という仕事　金城 理沙さん

作業療法士：Occupational Therapist という仕事 ‐ 前盛 雄志さん

言語聴覚士：Speech-Language-Hearing Therapist という仕事 ‐ 米須 幹さん
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◆リハビリテーションセンターの新入職員を紹介します

県内最大規模の急性期病院
で、多くの経験を積みたい
と、当院に入職しました。
センターは、病棟の多職種
の皆さんとも相談しやすく
働きやすい、雰囲気の良い
職場です。

理学療法士になろうと思ったきっかけは、私自身がけ
がをした経験があり、その際に理学療法士という仕事
を知ったこと。今、理学療法士として思うのは、患者
様がリハビリを、きついながらも楽しい頑張りたいと
思っていただけるように日々、努力を続けること。
先日のこと、『あなたに会えて良かった』と患者様に
いっていただけて、とてもうれしく思っています。

当院に入職したのは、急性
期の最先端医療を学べると
思ったからです。センター
での勤務は、多忙なうえ覚
えることも多く、毎日つい
ていくのに必死ですが、先
輩方や患者様があたたかく

見守ってくださるのと、学習環境が整っていることで、
とてもやりがいがあります。
作業療法士になろうと思ったのは、病気やケガで苦し
んでいる方の支えになれること、身体機能の維持回復
とともに、精神的な支援ができることに魅力を感じた
から。患者様から『あんたが来てくれると安心する
さぁ』との言葉をいただいたことがうれしいです。

最先端の医療機関で急性期
医療に関われることが魅力
で入職しました。当院は、
患者様第一という基本的な
考え方のもと、チーム医療
を大切にしており、コミュ
ニケーションもよく、働き

やすい職場だと思います。作業療法士になろうと思っ
たのは、辛く大変な思いをされている患者様に身体面
だけでなく精神面でも貢献できる仕事だから。まだ入
りたてですが、退院される患者様から『あなたが担当
してくれたから、リハビリが楽しかったよ』と言って
いただけたことがうれしいです。お辛い時もあると思
いますが、一緒に乗り越えていきましょうね。

急性期におけるリスク管理
や治療・リハビリの流れを
学びたいと、当院に入職し
ました。センターでの勤務
は、先輩方や同期の仲間も
みな明るく楽しい雰囲気の
職場です。

作業療法士になりたいと思ったきっかけは、高校生の
時に、リハビリテーションについての講話を聴く機会
があったことですね。
入職して間もないですが、患者様が退院される際に『こ
れで無事退院できます。ありがとうございます』とおっ
しゃっていただけたことをうれしく思っています。
不慣れなところばかりですが、精一杯頑張ります。

当院に入職したのは、急性
期病院であることと、JCI を
取得しており海外の患者様
も安心して受診できる病院
だということ。この環境で
なら、早期リハビリの技術

を身につけより高く向上できるのではないかと思った
からです。当院は、急性期病院ということで、患者様
も多く仕事量も多いですが、分からないことがあって
も先輩方に安心して聞くことが出来るので楽しくて働
きやすいです。
『患者様から信頼される医療従事者』として日々向上
心を持って働いており、患者様からの『信頼していま
すよ』の言葉が、励みになっています。

城間さつき ‐ 理学療法士

中村 麗奈 ‐ 作業療法士

上西 幸穂 ‐ 作業療法士

名嘉座幸輔 ‐ 作業療法士

比嘉 静也 ‐ 理学療法士

リハビリテーションセンターの公式
フェイスブックページです！
ぜひご覧ください！


